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この広報誌は、一部赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

令和３年6月１5日

滋賀県野洲市西河原2400番地

E-mail : fukushi@yasu-syakyo.or.jp http : //www.yasu-syakyo.or.jp

おしらせ版

（令和３年３月１日～５月31日）《金員の部》

温かい思いやりありがとうございました。
有効に使わせていただきます。

一緒に活動してみたい、詳しく知りたい方は
下記までご連絡ください。

善 意 銀 行 だ よ り

野洲組仏婦連盟 様
匿　名
匿　名
大畑女子有志 様
遊林寺 様
大畑女子有志 様

30,000円
1,370円

20,000円
20,000円
10,000円
20,000円

《物品の部》
KDD株式会社 様
匿　名（虫生）
築山　信悟 様
匿　名
匿　名
奥野　清 様
匿　名
匿　名
寺内　和佳子 様
匿　名
匿　名

血中酸素飽和濃度計
米 30㎏
米 30㎏

衣類・かばん
点字セット

米 30㎏
介護用品

食品・衣類
チャイルドシート

飲料水 1ケース
米 30㎏

野洲市介護者家族の会　 事務局  野洲市社会福祉協議会

各種行事につきましては「新型コロナウイルス」感染防止の観点から中止等になる可能性があります。参加希望の方は事前にお問い合わせください。

TEL 077-589-4683  FAX 077-589-5783問い合わせ

日本赤十字社滋賀県支部  野洲市地区問い合わせ

介護者家族の会  懇談会のお知らせ

※参加費（会費）：１回につき100円

介護を必要としている人の家族や、介護に関心のある人た
ちが日頃の介護についていろいろな問題を共に解決していく
ために集まっています。
介護の相談や情報交換等を行い「一人だけじゃない」「仲
間がいる」と参加者相互の親睦を深め、心身をリフレッシュ
します。皆さんの参加お待ちしています。

どなたでもお気軽にご参加ください。

６月16日 ㈬

７月21日 ㈬

８月18日 ㈬

９月15日 ㈬

10月20日 ㈬

野洲市
健康福祉センター

（辻町433-1）

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間

介護の悩みを気軽に相談できる場、認知症や介護に関する情
報交換、同じ悩みを持つ人との交流の場など、皆さんの集いの場
として気軽に参加ください。認知症の人や、家族が気軽に外出で
きる場としてもご利用ください。

対　象

問い合わせ
どなたでも　＊予約不要 参加費 無　料
野洲市地域包括支援センター　TEL 077-588-2337

介護カフェおこしやす開催中～ ! !

７月６日㈫

８月３日㈫

９月７日㈫

10月５日㈫

野洲市
健康福祉センター

（辻町433-1）

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間

令和３年６月１日㈫～８月 10 日㈫

令和２年度  赤い羽根共同募金

野洲市商工会 様
募集期間

社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会問い合わせ
TEL  077-567-3901

TEL  077-589-4683

ご寄附いただいておりましたが、令和３年（2021年）３月発行の社協
やすにおいて掲載が抜けていました。
ご迷惑をお掛けいたしましたことを深くお詫び申し上げます。

（野洲市社会福祉協議会内）

生活環境のデジタル化が進む中、少しでも身近に感じてもらい、
様々な機能を活用することで豊かな暮らしの一助につながれば…と
『スマホ体験教室』を計画しました。
「ふれあいサロンで『スマホの使い方』をみんなで体験してみませ

んか？」とふれあいサロンを実施されている地域の方々に呼びかけ、
一足早く体験してもらうことに。
講師にソフトバンク㈱のスマホアドバイザーの方を迎え、参加者全

員に貸し出されたスマホを使っていざ体験。
地図や写真などいろいろなアプリの使い方を教えてもらい、楽しい

一時を過ごしました。皆さんの地域でも体験してみませんか？

スマートフォン体験教室
×

ふれあいサロン担い手交流会

野洲市社会福祉協議会野洲市社会福祉協議会

令和３年（2021年） ６月号
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社協は住民の声を集める

みんなの広場

あったかハートをお届けします！

社協は住民の声を集める
みんなの広場

あったかハートをお届けします！
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《YaSchool おにぎりボランティア》
　生活困窮世帯の子ども(中学生)に対し学習機会の保障を行い、学習習
慣を身につけ、貧困の連鎖を断ち切ること、貧困に陥ることを防ぐこと
を目的に野洲市が実施しているYaSchool（やすクール）。
　学習の前に、子どもたちへ提供する「心をこめたおにぎり」を一緒に
作ってくれる仲間を募集しています。

　【活動日時】 水曜日　16：00頃～１時間程度　※ 月１回でもOKです

　【活動場所】 コミュニティセンターやす　３階調理室

 アル・プラザ野洲店さんより、地域で活動されている方の応援をできないかとのご提案を
いただき、２階スペースにて地域の皆さんの作品を展示させていただきました。

《日本車椅子レクダンス》
　高齢者福祉施設や障がい者施設などに伺い、皆さんと一緒に楽し
くダンスしています。また、小中学生の子どもたちへも車いすの使
い方からダンスまで幅広い内容をお伝えする活動をしています。

　【定例会日時】 毎月第１・第３土曜日　9：30～11：30
　【場　所】　　 コミュニティセンターなかさと　大ホール

一緒に活動してみませんか？

野洲市社会福祉協議会  地域福祉課　 電話 077－589－4683　FAX 077－589－5783

～ 街の展覧会 ～ アル・プラザ野洲 地域応援活動
4月15日～5月26日

◎ 興味のある方はぜひ下記までお問合せ下さい。 見学大歓迎です！
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令和２年度  子ども会育成事業補助金

～ ありがとうメッセージ ～
野洲市社協では、市内の子ども会活動を応援するため、「子ども会育成事業補助

金」を交付しています。令和２年度はコロナ禍で活動が制限される中、地域とのつ
ながりが途切れないよういろいろなアイディアを持ち寄り、工夫された様子を教え
ていただきました。皆さんの温かいお気持ちがとてもよく伝わってきます。
たくさんのメッセージありがとうございました。

今年度はコロナですべての行事が中止と

なり本当につらい一年でした。

けれど、コロナ禍であってもできる事をし

よう！と考え方を変え取り組んだのが、学年

を分散した奉仕活動です。１～２学年ずつ

で、自治会館の清掃を行ったり、敬老の日に

地域のお年寄りに手紙を書いたりしました。

活動を通じて「ありがとうのバトンをつな

ぐ」、「距離はあっても心をつなぐ」そんな

活動ができました。　　　　  （西河原）

今年度の活動は、今できることをみんなで

考えながら年3回のイベントを行いました。

また、スクールガードの皆さまへ感謝の

思いをメッセージカードに書き、桜の木に見

立てて自治会館に掲示しました。

同じ目的を持って同じ空間で活動できた

ことに感謝します。　　　　　 （万葉台）

今年度はコロナ禍の為、例年通りに行うことができない状況でした。集まれない代わりにクリスマスプレゼントや進級祝いを子どもたちに配らせていただきました。また、敬老の日のつどいも開催できないと聞き、子ども会からメッセージカードを作成し、敬老会の皆様へお渡しさせてもらいました。すごく喜んでくださったので、子どもたちも喜んでいました。　　　 （樋ノ尻）

今年はコロナの影響で自治会で集まるイ

ベントが少ない一年でしたが、ラジオ体操と

県下一斉清掃で自治会の皆様と交流するこ

とができました。

県下一斉清掃後に防災訓練を行い、普段

使えない消火器をゲーム感覚で体験させて

もらったり、地震体験車も準備していただき

身近に感じることができました。  （竹生）

自治会主催の「敬老見守りたい」では、

各自自宅での作成・回収という形でしたが、

子どもたちからのたくさんのメッセージカー

ド、折り紙が集まり、地域の高齢者の方々

に渡していただき、喜んでいただけたことと

思います。　　　　　　　　　  （駅前）

今年度は新型コロナウイルス感染症の影

響を受けて、積極的に子ども会の活動をする

ことができませんでしたが、地域のお年寄り

との交流を通じて、子どもたちも親睦を深め

ながら地域の歴史を学ぶことができまし

た。　　　　　　　　　　　　  （井口）
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令和３年度　社会福祉法人  野洲市社会福 祉協議会　事業計画 

令和３年度 一般会計予算　総額  530,754,000円

■ 収入の部 ■ 支出の部

補助金収入
73,253千円
13.8％

寄附金収入
1,733千円
0.3％

利息等収入
156千円
0.1％

共同募金配分金収入
5,960千円
1.1％

※受託金収入の内、学童保育所（24所）事業分
357,579千円（87.2%）

※人件費支出の内、学童保育所（24所）事業分
303,767千円（67.8%）

会費収入
10,000千円
1.9％

事業収入
2,035千円
0.4％

事業費支出
45,404千円
8.6％

事務費支出
26,936千円
5.1％

助成金支出
9,178千円
1.7％

基金積立資産
支出等
1,304千円
0.2％

介護保険等事業収入
（居宅介護支援・障がい福祉）

27,724千円
5.2％

【基本理念】 「すべての人が  ともに生き  ともに支えあう
　　　　　　　　　　　安心して暮らせるまち  やす」

【基本方針】 「おたがいさま」と「少しのおせっかい」

市と社協の計画を一体的に策定した「第３期野洲市地域福祉基本計画」の初年度として、基本理念
である「すべての人が ともに生き ともに支えあう 安心して暮らせるまち やす」の具現化を目指し、
「おたがいさま」と「少しのおせっかい」をキーワードにして各事業に取り組んでまいります。

（※「第３期野洲市地域福祉基本計画」の詳細は野洲市社会福祉協議会のホームページに掲載しております。）

Ⅰ．ともに支えあう地域づくり ～ 市民の主体的な地域福祉活動の推進 ～

１．安心して暮らせる地域づくり
　　地域や人のつながりを広げ、その人らしく安心して暮らせる地域をつくります
（１）地域福祉活動の推進支援

・話しあいの場づくり（主な取組：住民による話しあいの場づくりへの働きかけ）
・居場所づくり（主な取組：地域の居場所づくりへの支援）
・見守り活動（主な取組：見守りマップ等の作成支援）
・生活支援（主な取組：地域における生活支援サービスの構築に向けた支援）　

（２）広報･啓発事業
・広報誌「社協やす」の発行・SNSや冊子等を活用した啓発・社会福祉大会の開催等

２．地域の中の生きがい（役割）づくり
　　すべての人が生きがいを持って暮らせる地域をつくります　
（１）ボランティア活動の推進

・情報の収集・発信、ボランティア登録の整備、人材育成・支援等
・災害ボランティアセンターの設置に向けた取組

（２）社会福祉関係団体との協働活動の推進
・福祉団体の育成を図るための支援
・母子・父子家庭ふれあい事業
・障がい者（児）交流事業等

Ⅱ．地域生活を支える仕組みづくり ～ 安心して相談できる体制 ～

１．断らない相談支援体制づくり
　　だれでも・どこでも相談できる体制をつくります

・総合相談事業の実施
・コミュニティーソーシャルワーカー（CSW）の配置
・地域における生活困窮者支援等のための共助の基盤づくり事業
・参加支援事業（社会とのつながりやチャレンジを支援）
・アウトリーチ等の充実による自立相談支援機能強化事業
　（受身の相談体制から積極的な相談支援へ）

２．必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり
　　その人や家族が自分らしく生活できるよう支援します

・地域福祉権利擁護事業
・福祉資金・生活福祉資金貸付事業
・ファミリー・サポート・センター事業
・障がい者相談支援事業（一般相談支援・計画相談支援）
・居宅介護支援事業
・学童保育所の運営（市内　24所）

３．市民の権利を守る体制づくり
　　自分らしく生活できる取組を推進します

Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～ 多種多様なネットワークの構築 ～
１．分野や立場を超えた支えあいづくり
　　分野や立場を超えて、みんなで支えあえるネットワークをつくります　　

・多機関・多分野との連携
・共同募金運動を通じた地域福祉の理解促進
・民生委員・児童委員等、関係機関との連携

Ⅳ．推進体制の充実・強化
新たな福祉課題・生活課題に対応できるよう、第１次中長期経営計画に
基づき、「組織体制の強化・職員の専門性の向上・経営基盤の確立」のた
め、役員組織である理事会の機能強化と事務局組織の見直しを行い、社協
の体質改善、組織強化に取り組みます。

受託金収入
409,893千円
77.2％

人件費支出
447,932千円
84.4％

住民のみなさんと一緒に楽しく、
ほっこりできる地域をめざします。
ぜひたくさん地域のことを教えて
ください！

岩見　若奈
（地域福祉担当）

人と人の絆を大切にし、安心して
子育てができるようにサポートし
ていきたいです。

岩井  和加子
（ファミリー・サポート・センターコーディネーター）
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令和３年度　社会福祉法人  野洲市社会福 祉協議会　事業計画 

令和３年度 一般会計予算　総額  530,754,000円

■ 収入の部 ■ 支出の部

補助金収入
73,253千円
13.8％

寄附金収入
1,733千円
0.3％

利息等収入
156千円
0.1％

共同募金配分金収入
5,960千円
1.1％

※受託金収入の内、学童保育所（24所）事業分
357,579千円（87.2%）

※人件費支出の内、学童保育所（24所）事業分
303,767千円（67.8%）

会費収入
10,000千円
1.9％

事業収入
2,035千円
0.4％

事業費支出
45,404千円
8.6％

事務費支出
26,936千円
5.1％

助成金支出
9,178千円
1.7％

基金積立資産
支出等
1,304千円
0.2％

介護保険等事業収入
（居宅介護支援・障がい福祉）

27,724千円
5.2％

【基本理念】 「すべての人が  ともに生き  ともに支えあう
　　　　　　　　　　　安心して暮らせるまち  やす」

【基本方針】 「おたがいさま」と「少しのおせっかい」

市と社協の計画を一体的に策定した「第３期野洲市地域福祉基本計画」の初年度として、基本理念
である「すべての人が ともに生き ともに支えあう 安心して暮らせるまち やす」の具現化を目指し、
「おたがいさま」と「少しのおせっかい」をキーワードにして各事業に取り組んでまいります。

（※「第３期野洲市地域福祉基本計画」の詳細は野洲市社会福祉協議会のホームページに掲載しております。）

Ⅰ．ともに支えあう地域づくり ～ 市民の主体的な地域福祉活動の推進 ～

１．安心して暮らせる地域づくり
　　地域や人のつながりを広げ、その人らしく安心して暮らせる地域をつくります
（１）地域福祉活動の推進支援

・話しあいの場づくり（主な取組：住民による話しあいの場づくりへの働きかけ）
・居場所づくり（主な取組：地域の居場所づくりへの支援）
・見守り活動（主な取組：見守りマップ等の作成支援）
・生活支援（主な取組：地域における生活支援サービスの構築に向けた支援）　

（２）広報･啓発事業
・広報誌「社協やす」の発行・SNSや冊子等を活用した啓発・社会福祉大会の開催等

２．地域の中の生きがい（役割）づくり
　　すべての人が生きがいを持って暮らせる地域をつくります　
（１）ボランティア活動の推進

・情報の収集・発信、ボランティア登録の整備、人材育成・支援等
・災害ボランティアセンターの設置に向けた取組

（２）社会福祉関係団体との協働活動の推進
・福祉団体の育成を図るための支援
・母子・父子家庭ふれあい事業
・障がい者（児）交流事業等

Ⅱ．地域生活を支える仕組みづくり ～ 安心して相談できる体制 ～

１．断らない相談支援体制づくり
　　だれでも・どこでも相談できる体制をつくります

・総合相談事業の実施
・コミュニティーソーシャルワーカー（CSW）の配置
・地域における生活困窮者支援等のための共助の基盤づくり事業
・参加支援事業（社会とのつながりやチャレンジを支援）
・アウトリーチ等の充実による自立相談支援機能強化事業
　（受身の相談体制から積極的な相談支援へ）

２．必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり
　　その人や家族が自分らしく生活できるよう支援します

・地域福祉権利擁護事業
・福祉資金・生活福祉資金貸付事業
・ファミリー・サポート・センター事業
・障がい者相談支援事業（一般相談支援・計画相談支援）
・居宅介護支援事業
・学童保育所の運営（市内　24所）

３．市民の権利を守る体制づくり
　　自分らしく生活できる取組を推進します

Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～ 多種多様なネットワークの構築 ～
１．分野や立場を超えた支えあいづくり
　　分野や立場を超えて、みんなで支えあえるネットワークをつくります　　

・多機関・多分野との連携
・共同募金運動を通じた地域福祉の理解促進
・民生委員・児童委員等、関係機関との連携

Ⅳ．推進体制の充実・強化
新たな福祉課題・生活課題に対応できるよう、第１次中長期経営計画に
基づき、「組織体制の強化・職員の専門性の向上・経営基盤の確立」のた
め、役員組織である理事会の機能強化と事務局組織の見直しを行い、社協
の体質改善、組織強化に取り組みます。

受託金収入
409,893千円
77.2％

人件費支出
447,932千円
84.4％

住民のみなさんと一緒に楽しく、
ほっこりできる地域をめざします。
ぜひたくさん地域のことを教えて
ください！

岩見　若奈
（地域福祉担当）

人と人の絆を大切にし、安心して
子育てができるようにサポートし
ていきたいです。

岩井  和加子
（ファミリー・サポート・センターコーディネーター）
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令和３年度　社会福祉法人  野洲市社会福 祉協議会　事業計画 

令和３年度 一般会計予算　総額  530,754,000円

■ 収入の部 ■ 支出の部

補助金収入
73,253千円
13.8％

寄附金収入
1,733千円
0.3％

利息等収入
156千円
0.1％

共同募金配分金収入
5,960千円
1.1％

※受託金収入の内、学童保育所（24所）事業分
357,579千円（87.2%）

※人件費支出の内、学童保育所（24所）事業分
303,767千円（67.8%）

会費収入
10,000千円
1.9％

事業収入
2,035千円
0.4％

事業費支出
45,404千円
8.6％

事務費支出
26,936千円
5.1％

助成金支出
9,178千円
1.7％

基金積立資産
支出等
1,304千円
0.2％

介護保険等事業収入
（居宅介護支援・障がい福祉）

27,724千円
5.2％

【基本理念】 「すべての人が  ともに生き  ともに支えあう
　　　　　　　　　　　安心して暮らせるまち  やす」

【基本方針】 「おたがいさま」と「少しのおせっかい」

市と社協の計画を一体的に策定した「第３期野洲市地域福祉基本計画」の初年度として、基本理念
である「すべての人が ともに生き ともに支えあう 安心して暮らせるまち やす」の具現化を目指し、
「おたがいさま」と「少しのおせっかい」をキーワードにして各事業に取り組んでまいります。

（※「第３期野洲市地域福祉基本計画」の詳細は野洲市社会福祉協議会のホームページに掲載しております。）

Ⅰ．ともに支えあう地域づくり ～ 市民の主体的な地域福祉活動の推進 ～

１．安心して暮らせる地域づくり
　　地域や人のつながりを広げ、その人らしく安心して暮らせる地域をつくります
（１）地域福祉活動の推進支援

・話しあいの場づくり（主な取組：住民による話しあいの場づくりへの働きかけ）
・居場所づくり（主な取組：地域の居場所づくりへの支援）
・見守り活動（主な取組：見守りマップ等の作成支援）
・生活支援（主な取組：地域における生活支援サービスの構築に向けた支援）　

（２）広報･啓発事業
・広報誌「社協やす」の発行・SNSや冊子等を活用した啓発・社会福祉大会の開催等

２．地域の中の生きがい（役割）づくり
　　すべての人が生きがいを持って暮らせる地域をつくります　
（１）ボランティア活動の推進

・情報の収集・発信、ボランティア登録の整備、人材育成・支援等
・災害ボランティアセンターの設置に向けた取組

（２）社会福祉関係団体との協働活動の推進
・福祉団体の育成を図るための支援
・母子・父子家庭ふれあい事業
・障がい者（児）交流事業等

Ⅱ．地域生活を支える仕組みづくり ～ 安心して相談できる体制 ～

１．断らない相談支援体制づくり
　　だれでも・どこでも相談できる体制をつくります

・総合相談事業の実施
・コミュニティーソーシャルワーカー（CSW）の配置
・地域における生活困窮者支援等のための共助の基盤づくり事業
・参加支援事業（社会とのつながりやチャレンジを支援）
・アウトリーチ等の充実による自立相談支援機能強化事業
　（受身の相談体制から積極的な相談支援へ）

２．必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり
　　その人や家族が自分らしく生活できるよう支援します

・地域福祉権利擁護事業
・福祉資金・生活福祉資金貸付事業
・ファミリー・サポート・センター事業
・障がい者相談支援事業（一般相談支援・計画相談支援）
・居宅介護支援事業
・学童保育所の運営（市内　24所）

３．市民の権利を守る体制づくり
　　自分らしく生活できる取組を推進します

Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～ 多種多様なネットワークの構築 ～
１．分野や立場を超えた支えあいづくり
　　分野や立場を超えて、みんなで支えあえるネットワークをつくります　　

・多機関・多分野との連携
・共同募金運動を通じた地域福祉の理解促進
・民生委員・児童委員等、関係機関との連携

Ⅳ．推進体制の充実・強化
新たな福祉課題・生活課題に対応できるよう、第１次中長期経営計画に
基づき、「組織体制の強化・職員の専門性の向上・経営基盤の確立」のた
め、役員組織である理事会の機能強化と事務局組織の見直しを行い、社協
の体質改善、組織強化に取り組みます。

受託金収入
409,893千円
77.2％

人件費支出
447,932千円
84.4％

住民のみなさんと一緒に楽しく、
ほっこりできる地域をめざします。
ぜひたくさん地域のことを教えて
ください！

岩見　若奈
（地域福祉担当）

人と人の絆を大切にし、安心して
子育てができるようにサポートし
ていきたいです。

岩井  和加子
（ファミリー・サポート・センターコーディネーター）
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令和３年度　社会福祉法人  野洲市社会福 祉協議会　事業計画 

令和３年度 一般会計予算　総額  530,754,000円

■ 収入の部 ■ 支出の部

補助金収入
73,253千円
13.8％

寄附金収入
1,733千円
0.3％

利息等収入
156千円
0.1％

共同募金配分金収入
5,960千円
1.1％

※受託金収入の内、学童保育所（24所）事業分
357,579千円（87.2%）

※人件費支出の内、学童保育所（24所）事業分
303,767千円（67.8%）

会費収入
10,000千円
1.9％

事業収入
2,035千円
0.4％

事業費支出
45,404千円
8.6％

事務費支出
26,936千円
5.1％

助成金支出
9,178千円
1.7％

基金積立資産
支出等
1,304千円
0.2％

介護保険等事業収入
（居宅介護支援・障がい福祉）

27,724千円
5.2％

【基本理念】 「すべての人が  ともに生き  ともに支えあう
　　　　　　　　　　　安心して暮らせるまち  やす」

【基本方針】 「おたがいさま」と「少しのおせっかい」

市と社協の計画を一体的に策定した「第３期野洲市地域福祉基本計画」の初年度として、基本理念
である「すべての人が ともに生き ともに支えあう 安心して暮らせるまち やす」の具現化を目指し、
「おたがいさま」と「少しのおせっかい」をキーワードにして各事業に取り組んでまいります。

（※「第３期野洲市地域福祉基本計画」の詳細は野洲市社会福祉協議会のホームページに掲載しております。）

Ⅰ．ともに支えあう地域づくり ～ 市民の主体的な地域福祉活動の推進 ～

１．安心して暮らせる地域づくり
　　地域や人のつながりを広げ、その人らしく安心して暮らせる地域をつくります
（１）地域福祉活動の推進支援

・話しあいの場づくり（主な取組：住民による話しあいの場づくりへの働きかけ）
・居場所づくり（主な取組：地域の居場所づくりへの支援）
・見守り活動（主な取組：見守りマップ等の作成支援）
・生活支援（主な取組：地域における生活支援サービスの構築に向けた支援）　

（２）広報･啓発事業
・広報誌「社協やす」の発行・SNSや冊子等を活用した啓発・社会福祉大会の開催等

２．地域の中の生きがい（役割）づくり
　　すべての人が生きがいを持って暮らせる地域をつくります　
（１）ボランティア活動の推進

・情報の収集・発信、ボランティア登録の整備、人材育成・支援等
・災害ボランティアセンターの設置に向けた取組

（２）社会福祉関係団体との協働活動の推進
・福祉団体の育成を図るための支援
・母子・父子家庭ふれあい事業
・障がい者（児）交流事業等

Ⅱ．地域生活を支える仕組みづくり ～ 安心して相談できる体制 ～

１．断らない相談支援体制づくり
　　だれでも・どこでも相談できる体制をつくります

・総合相談事業の実施
・コミュニティーソーシャルワーカー（CSW）の配置
・地域における生活困窮者支援等のための共助の基盤づくり事業
・参加支援事業（社会とのつながりやチャレンジを支援）
・アウトリーチ等の充実による自立相談支援機能強化事業
　（受身の相談体制から積極的な相談支援へ）

２．必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり
　　その人や家族が自分らしく生活できるよう支援します

・地域福祉権利擁護事業
・福祉資金・生活福祉資金貸付事業
・ファミリー・サポート・センター事業
・障がい者相談支援事業（一般相談支援・計画相談支援）
・居宅介護支援事業
・学童保育所の運営（市内　24所）

３．市民の権利を守る体制づくり
　　自分らしく生活できる取組を推進します

Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～ 多種多様なネットワークの構築 ～
１．分野や立場を超えた支えあいづくり
　　分野や立場を超えて、みんなで支えあえるネットワークをつくります　　

・多機関・多分野との連携
・共同募金運動を通じた地域福祉の理解促進
・民生委員・児童委員等、関係機関との連携

Ⅳ．推進体制の充実・強化
新たな福祉課題・生活課題に対応できるよう、第１次中長期経営計画に
基づき、「組織体制の強化・職員の専門性の向上・経営基盤の確立」のた
め、役員組織である理事会の機能強化と事務局組織の見直しを行い、社協
の体質改善、組織強化に取り組みます。

受託金収入
409,893千円
77.2％

人件費支出
447,932千円
84.4％

住民のみなさんと一緒に楽しく、
ほっこりできる地域をめざします。
ぜひたくさん地域のことを教えて
ください！

岩見　若奈
（地域福祉担当）

人と人の絆を大切にし、安心して
子育てができるようにサポートし
ていきたいです。

岩井  和加子
（ファミリー・サポート・センターコーディネーター）
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この広報誌は、一部赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

令和３年6月１5日

滋賀県野洲市西河原2400番地

E-mail : fukushi@yasu-syakyo.or.jp http : //www.yasu-syakyo.or.jp

おしらせ版

（令和３年３月１日～５月31日）《金員の部》

温かい思いやりありがとうございました。
有効に使わせていただきます。

一緒に活動してみたい、詳しく知りたい方は
下記までご連絡ください。

善 意 銀 行 だ よ り

野洲組仏婦連盟 様
匿　名
匿　名
大畑女子有志 様
遊林寺 様
大畑女子有志 様

30,000円
1,370円

20,000円
20,000円
10,000円
20,000円

《物品の部》
KDD株式会社 様
匿　名（虫生）
築山　信悟 様
匿　名
匿　名
奥野　清 様
匿　名
匿　名
寺内　和佳子 様
匿　名
匿　名

血中酸素飽和濃度計
米 30㎏
米 30㎏

衣類・かばん
点字セット

米 30㎏
介護用品

食品・衣類
チャイルドシート

飲料水 1ケース
米 30㎏

野洲市介護者家族の会　 事務局  野洲市社会福祉協議会

各種行事につきましては「新型コロナウイルス」感染防止の観点から中止等になる可能性があります。参加希望の方は事前にお問い合わせください。

TEL 077-589-4683  FAX 077-589-5783問い合わせ

日本赤十字社滋賀県支部  野洲市地区問い合わせ

介護者家族の会  懇談会のお知らせ

※参加費（会費）：１回につき100円

介護を必要としている人の家族や、介護に関心のある人た
ちが日頃の介護についていろいろな問題を共に解決していく
ために集まっています。
介護の相談や情報交換等を行い「一人だけじゃない」「仲
間がいる」と参加者相互の親睦を深め、心身をリフレッシュ
します。皆さんの参加お待ちしています。

どなたでもお気軽にご参加ください。

６月16日 ㈬

７月21日 ㈬

８月18日 ㈬

９月15日 ㈬

10月20日 ㈬

野洲市
健康福祉センター

（辻町433-1）

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間

介護の悩みを気軽に相談できる場、認知症や介護に関する情
報交換、同じ悩みを持つ人との交流の場など、皆さんの集いの場
として気軽に参加ください。認知症の人や、家族が気軽に外出で
きる場としてもご利用ください。

対　象

問い合わせ
どなたでも　＊予約不要 参加費 無　料
野洲市地域包括支援センター　TEL 077-588-2337

介護カフェおこしやす開催中～ ! !

７月６日㈫

８月３日㈫

９月７日㈫

10月５日㈫

野洲市
健康福祉センター

（辻町433-1）

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間

令和３年６月１日㈫～８月 10 日㈫

令和２年度  赤い羽根共同募金

野洲市商工会 様
募集期間

社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会問い合わせ
TEL  077-567-3901

TEL  077-589-4683

ご寄附いただいておりましたが、令和３年（2021年）３月発行の社協
やすにおいて掲載が抜けていました。
ご迷惑をお掛けいたしましたことを深くお詫び申し上げます。

（野洲市社会福祉協議会内）

生活環境のデジタル化が進む中、少しでも身近に感じてもらい、
様々な機能を活用することで豊かな暮らしの一助につながれば…と
『スマホ体験教室』を計画しました。
「ふれあいサロンで『スマホの使い方』をみんなで体験してみませ
んか？」とふれあいサロンを実施されている地域の方々に呼びかけ、
一足早く体験してもらうことに。
講師にソフトバンク㈱のスマホアドバイザーの方を迎え、参加者全
員に貸し出されたスマホを使っていざ体験。
地図や写真などいろいろなアプリの使い方を教えてもらい、楽しい
一時を過ごしました。皆さんの地域でも体験してみませんか？

スマートフォン体験教室
×

ふれあいサロン担い手交流会

野洲市社会福祉協議会野洲市社会福祉協議会

令和３年（2021年） ６月号

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.ｏ.ｏ.ｏ.ｏ.ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ 888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888Ｎｏ.88
社協は住民の声を集める

みんなの広場

あったかハートをお届けします！

社協は住民の声を集める
みんなの広場

あったかハートをお届けします！


